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１．はじめに 

「平成 27年（2015年） 9月関東・北豪雨」災

害は、9月9日から11日にかけて関東地方および

東北地方で大規模な豪雨災害（住家被害：浸水

家屋 12,000棟以上，人的被害：死者8名）が発生

した。この発生した災害時の気象は、9月7日3時
に発生した台風第18 号が、日本の南海上を北上

し、9月9日10時過ぎに愛知県知多半島に上陸し

た後、日本海に進み、同日21 時に温帯低気圧に

変わった。（図１）台風第18号及び台風から変

わった低気圧に向かって南から湿った空気が流

れ込んだ影響で、西日本から北日本にかけての

広い範囲で大雨となり、特に関東地方と東北地

方では記録的な大雨となった。9月7日から11日
までに観測された総降水量は、栃木県日光市今

市で647.5㎜、宮城県丸森町筆甫で536㎜を観測す

るなど、関東地方で600㎜、東北地方で500㎜を

超え、9月の月降水量平年値の2 倍を超える大雨

となった観測地点もあった。特に、9 月10日から

11日にかけて、栃木県日光市今市や茨城県古河

市古河など関東地方の観測地点のうち、最大24 
時間降水量が観測史上１位の値を更新するなど、

栃木県や茨城県、宮城県では記録的な大雨とな

った。（気象庁，2015） 
関東・北豪雨災害で、大規模な豪雨災害に見

舞われた栃木・茨城県付近を対象に、国土交通

省が整備を進めている X-band MP レーダ雨量情

報を使用して豪雨の特徴と概要を報告する。 
 

２．気象状況 

2015 年 9 月 9 日から 10 日にかけて、関東地方

には幅 100～200km、長さ 500km 以上の南北にの

びる“帯状の降水域”がみられた。 
 

 

その中でも、栃木・茨城県を流れる鬼怒川に沿

った地域では特に降水量が多く、栃木県内では

最大で 600mm 以上に達した。大雨の最盛期にあ

たる 9 日 15 時から 10 日 4 時までの解析雨量の時

系列をみると、関東地方に大雨をもたらした帯

状の降水域は、大雨の期間中、常に 3～5 本の線

状降水帯によって構成されており、線状降水帯

が繰り返し発生することで維持されていた。こ

の豪雨により、関東・東北地方では多くの河川

で溢水・越水が起こり、10,000 棟を超える家屋

が床上・床下浸水が発生した。特に、茨城県常

総市では一級河川である鬼怒川の堤防が決壊し、

大規模な水害が発生した。（図２） 
 

 

図１ 台風 18 号経路図（気象庁） 

 

３．雨量情報の解析 

国土交通省では、局所的な雨量をほぼリアル

タイムに観測可能な X-band MP レーダの整備を

進めている。従来の C-band レーダ（定量観測半

径 120km）は広域的な雨量観測に適するのに対

し、X-band MP レーダ（定量観測半径 60km）は 
観測可能エリアは小さいものの局地的な大雨に

ついても詳細かつリアルタイムでの観測が可能

である。本研究では、平成 27 年 9 月 9 日から 10
日に観測された降水量の最も多かった栃木県付
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近の降雨量を X-band MP レーダ雨量情報を活用

し、地理情報システム（GIS）を使用して、予測

される災害の発生地点、被害の拡大範囲を解析

する。X-band MP レーダ雨量データと気象庁ア

メダス降雨量での比較、単位時間当りの雨量ま

たは任意の時間の雨量の等しい地点を結んだ線

（等降雨量線）を電子地図・地形図上にオープ

ンソース GIS 等を使用して可視化処理を行った。

この雨量解析の結果、図３のアメダスより図４

の X-band MP レータの方がより詳細に降雨が観

測されていることがわかる。 

 

４．おわりに 

X-band MP レーダ雨量データは局所的な雨量

をほぼリアルタイムに観測可能である。従来の

C-band レーダは広域的な降雨量観測に適するの

に対し、X-band MP レーダは 観測可能エリアは

小さいものの局地的な大雨についても詳細（高

分解能）かつリアルタイムでの観測が可能であ

る。オープンソースソフトウェア GIS 等を使用

した、X-band MP レーダ雨量データの活用事例

が確立すれば、他の予算の少ない市町村でも導

入が可能となり、市町村等の防災・減災対策に

役立つものと思われる。 
 

 
図２ 鬼怒川浸水氾濫 提供：（株）パスコ 

図３ アメダス累積雨量 2015.09.09 1:00 – 24h 

 
図４ X-band MP 累積雨量 2015.09.09 1:00 – 24h 
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